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本研究の目的・意義
院内がん登録とDPC(Diagnosis-Procedure Combinationと呼ばれる、
診療データ)の一元管理を試み、がん医療の実態を把握するデータ
ベースを構築するとともに、その活用法を検討することを目的とします。

当院では下記の臨床研究を実施しております。

熊本中央病院を受診された患者さま、研究対象者のみなさまへ

以下の臨床研究に関しては、個人情報を匿名化した上で学会、研究会等への利用をさせていただいて

内容をご確認いただき、研究対象者となることを希望されない方は下記お問い合わせ先へご連絡ください。

おります。

お問い合わせ先
電話：096-370-3111（代表）
担当者：德丸　徹（診療支援センター）

研究予定期間
委員会承認後～2027年3月
(国立がん研究センターの倫理委員会の審査を経て延長の可能性あり。)

該当資料・データ
対象となる患者さま：2011年1月以降に当院を受診したがん患者
利用する情報：院内がん登録とDPCデータ(性別、診断名、診断年月、初回治療方針、ス
テージ、施設名、入退院年月日、診療明細等)

個人情報の取扱い

　院内がん登録の専用番号と参加施設の診察券番号の対応表は、参加施設において院
内管理者が鍵のかかる場所で管理します。研究事務局へのデータの提供は、アクセス権
を付与された担当者のみが利用できるシステム上で行われます。収集されたデータは国
立がん研究センターの高セキュリティ領域に保存され、研究責任者により個別のアクセス
権を付与された者のみがアクセスできる状態で保管されます。外部機関へのデータの提
供は行いません。外部への成果の公表は、学会・論文発表あるいは公開の報告書といっ
た形で行われ、学術・がん対策に活用されます。報告に際しては、常に集団を記述する数
値データのみの報告とし、個人が特定される可能性のある個別データの報告・公表は一
切行なわず、かつ特定の個人が発表成果から同定できないように十分配慮されます。

共同研究機関 なし
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